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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、老年症候群の一般的な症状である視覚や聴覚の感覚障害が、認知機
能や日常生活活動にどのような影響を及ぼすかについて検証した。その結果、地域在住高齢者において、視覚と
聴覚の両方の感覚障害を伴う二重感覚障害者の有症率は約11%であることが明らかとなった。これら二重感覚障
害は、単一感覚障害や感覚障害がないものと比べ、軽度認知障害と有意に関連することが示された。さらに、二
重感覚障害は、感覚障害がないものと比べ、手段的日常生活動作・知的活動・社会活動・生産活動を制限してい
ることが示され、2年後の生活範囲の狭小化と関連することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to examine how visual and hearing impairment, a 
common symptom of geriatric syndromes, affects cognitive function and activities of daily living. 
The results suggest that the prevalence of dual sensory impairment, with both visual and hearing 
impairment, is approximately 11% among community-dwelling older adults. These dual sensory 
impairments were shown to be significantly associated with mild cognitive impairment compared to 
those with single sensory impairment or no sensory impairment. In addition, dual sensory impairment 
was shown to limit instrumental activities of daily living, cognitive, social and productive 
activities compared to those with no sensory impairment, which was associated with a narrower life 
space two years later.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
世界的に進む高齢化に伴い、視覚や聴覚障害、および二重感覚障害（視覚。聴覚障害が両方ある状態）者数は増
加傾向である。本研究成果は、これまでの先行研究を支持するものであり、二重感覚障害が生活範囲の狭小化と
関連することを示した最初の研究報告のため、今後の二重感覚障害者への予防策を講じる上で重要な知見になる
と考えられる。
加齢に伴う視力や聴力の低下は、最も一般的な老年症候群の症状であり、高齢期のアクティブなライフスタイル
の妨げとなる可能性がある。そのため、要介護や認知症予防の観点からも、加齢に伴う視力や聴力の低下に対し
ては、治療可能な早期より適切な診断と治療の重要性が高まっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高齢化に伴い、聴覚障害（Hearing Impairment: HI）や視覚障害（Visual Impairment: 

VI）、および聴覚・視覚障害が両方ある状態の二重感覚障害（Dual Sensory Impairment: 

DSI）の有病率は世界的に増加傾向である[1]。世界保健機関によると、世界のHI者数は約4億

4600万人 [2]、VI者数は約22億人と推定されている[3]。これら加齢に伴う聴力・視力の低下

は、他者とのコミュニケーションを制限し、社会参加を妨げ、身体不活動[4]、心理的不健康

[5]、認知機能低下[4]につながり、早期死亡の危険因子となることが示唆されている[6]。しか

し、地域在住高齢者におけるDSIの実態は不明であり、DSIが認知機能および日常生活活動にど

のような影響を与えているのかは十分に検討されていない。 

 
２．研究の目的 
本研究課題では、地域在住高齢者を対象に、HIやVIおよび、DSIの有症率を実態調査し、軽度

認知障害（Mild Cognitive Impairment: MCI）などの認知機能低下との関連性を検討すること

を目的とした。また、DSIは、様々な活動を制限し、生活範囲を狭小化させることが予想される

ため、これまでに明らかとなっていないDSIと日常生活活動や生活空間との関連について、2年

間の追跡調査にて検証することを目的とした。 

【研究1】地域在住高齢者の聴覚・視覚障害の実態調査と軽度認知障害との関連を検討する。 

【研究 2】地域在住高齢者の聴覚・視覚障害が日常生活活動や生活範囲に及ぼす影響を検討する 

 
３．研究の方法 
【研究 1】 

対象者は、2013年7月から12月に国立長寿医療研究センターが実施した老年症候群に関する研究

（National Center for Geriatrics and Gerontology-Study on Geriatric Syndrome: NCGG-

SGS）に参加した70歳以上の地域在住高齢者4,471名とした。視聴覚の検査は、聴力はHearing 

Handicap Inventory for the Elderly-Screening（HHIE-S）[7] [8]、視力はVisual Function 

Index-14(VF-14) [9] [10]を用いて、自己申告式の質問紙で評価した。また、認知機能やその

他の指標に関する測定は、調査実施前に十分に訓練を受けたスタッフが行った。主なアウトカ

ムとして、多項ロジスティック回帰分析にてMCIの重症度と感覚障害との関連を検討した。ま

た、二項ロジスティック回帰分析にて、各認知領域の機能低下の有無と感覚障害との関連につ

いて検討した。 

【研究2】 

研究１同様、対象者は2013年7月から12月にNCGG-SGSに参加した地域在住高齢者4,214名とし

た。対象者は、感覚障害の数に応じ、以下3つのグループに分類した：(1）感覚障害なし（No 

Sensory Impairment: NSI）、（2）単一感覚障害（Single Sensory Impairment: SSI）、（3）

DSI。主要アウトカムとして、ベースライン時のDSIと日常生活活動、および生活範囲との関連

を調査した。また、DSIと2年後の生活範囲の狭小化の有無との関連について、多項ロジスティ

ック回帰分析にて検討した。なお、生活空間の評価には、Active Mobility Index（AMI）を使

用した[11]。 

 

４．研究成果 

【研究 1】において、地域在住高齢者における DSI の割合は 11.4%であった（表 1）。また、感覚

障害別の MCI の有症率は図 1 に示す結果で理、多項ロジスティック回帰分析の結果、複数領域



MCI は DSI と関連することが示唆された（OR=1.58, 95%CI: 1.10-2.29）。さらに、4つの認知領

域（記憶、注意機能、遂行機能、処理速度）の機能低下の有無を目的変数とした二項ロジスティ

ック回帰分析の結果では、遂行機能低下と VI（OR=1.37, 95%CI: 1.09-1.72）および DSI（OR=1.39, 

95%CI: 1.06-1.81）と関連が認められ、DSI では処理速度低下との関連も認められた（OR=2.03, 

95%CI: 1.42-1.2.91）（図 2）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１.感覚障害別の基本属性

図１.感覚障害とMCIの有症率
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図2.二項ロジスティック回帰分析における認知機能低下と感覚障害の関係



【研究 2】 

 ベースライン調査において、感覚障害の数で 3群に分類した基本属性の比較を表１に示す。年

齢、BMI、教育歴、糖尿病、心疾患、うつ傾向、認知機能低下、運動習慣で群間に有意差が認め

られた（p<0.05）。また、感覚障害の数と生活範囲および日常生活活動（IADL、知的活動、社会

活動、生産活動）の状況を比較した結果を表 2 に示す。生活範囲は、感覚障害の重症度に応じて

狭小化することが示された（p<0.05）。特に DSI では、NSI と比較して日常生活活動が制限され

ていることが明らかとなった（p<0.05）（表 2）。さらに、多項ロジスティック回帰分析にて 2年

後の生活範囲狭小化の有無と感覚障害との関連を分析した結果、DSI の人は NSI の人より 2年後

の生活範囲が狭小化していることが示された（OR=1.40, 95％CI: 1.01-1.95）。しかし、SSI で

は有意差は認められなかった（OR＝0.98, 95％CI: 0.78-1.24）（表 3）。 

 世界的に進む高齢化に伴い、HI や VI、および DSI は増加傾向である。本研究成果は、これま

での先行研究を支持するものであり、DSI が将来の生活範囲狭小化と関連することを示した最初

の研究報告のため、加齢に伴う感覚障害者の介護予防や認知症予防の対策を講じる上で重要な

知見になると考えられる。加齢に伴う視力や聴力の低下は、最も一般的な老年症候群の症状であ

り、高齢期のアクティブなライフスタイルの妨げとなる可能性がある。そのため、要介護や認知

症予防の観点から、加齢に伴う視力や聴力の低下に対しては、治療可能な早期より適切な診断と

治療の重要性が高まっていると考えられる。 

表１.感覚障害別の基本属性 表2.感覚障害の数と生活範囲および日常生活活動

表3.感覚障害の重症度と2年後の生活空間の変化との関連
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